
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⽇本河川・流域再⽣ネットワーク 
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「⼩さな⾃然再⽣」現地研修会（第 7 回）開催報告 
 

2017 年 12 ⽉ 6 ⽇（⽔）、7 ⽇（⽊） 岡⼭県⻄粟倉村・吉井川流域 
 

主催：「⼩さな⾃然再⽣」研究会 

共催：エーゼロ株式会社 

／応⽤⽣態⼯学会（⼤阪地区会、岡⼭地区会） 

／⽇本河川・流域再⽣ネットワーク 

座学研修 現地研修 ワークショップ

公益財団法⼈河川財団による河川基⾦の助成を受けています。 
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「⼩さな⾃然再⽣」現地研修会（第 7 回） 

開催報告 

2017 年 12 ⽉ 6 ⽇（⽔）、7 ⽇（⽊） 岡⼭県⻄粟倉村・吉井川流域 

はじめに 

2017 年 12⽉6⽇（⽔）、7 ⽇（⽊）の 2 ⽇間、本年度の 2 回⽬となる『第 7 回「⼩さな

⾃然再⽣」現地研修会』を、岡⼭県⻄粟倉村の吉井川⽔系にて開催致しました。地元企業で

あるエーゼロ株式会社、応⽤⽣態⼯学会（⼤阪地区会、岡⼭地区会）の協⼒を得て開催した

今回の研修会では、地元及び遠⽅よりお越しの多様なセクターに属する計 28 名が参加し、

「吉井川のつながりを取り戻すには⼩さな⾃然再⽣で何ができるか」をテーマに、河⼝から

源流までの現地視察、座学とワークショップによる⼀泊⼆⽇の充実した研修内容となりまし

た。 

研修会へご参加いただいた皆様、事前準備や当⽇の運営、その後のフォローアップに⾄る

までのご尽⼒をいただいた協⼒先の皆様、及び「⼩さな⾃然再⽣」研究会の皆様に厚く御礼

申し上げます。 

201８年 3 ⽉ 

⽇本河川・流域再⽣ネットワーク(JRRN) 
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開催概要 
 開催⽇時： 2017 年１２⽉６⽇（⽔）10：00〜19：40 

１２⽉７⽇（⽊）9:00〜12:30 

 開催場所： 岡⼭県⻄粟倉村 

＜現地：吉井川流域 ／ 座学・ワークショップ：エーゼロ株式会社（旧影⽯⼩学校）＞ 

 参加者：28 名（⼀般参加者：21 名、研究会 7 名） 

 主 催： 「⼩さな⾃然再⽣」研究会 

 共 催： エーゼロ株式会社 ／ 応⽤⽣態⼯学会（⼤阪地区会、岡⼭地区会） 

／ ⽇本河川・流域再⽣ネットワーク (JRRN) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム 
１２⽉６⽇（⽔）吉井川流域現地視察・座学研修 

 10:10〜16:30: 吉井川流域現地視察〜河⼝から源流地域（岡⼭県⻄粟倉村） 

 16:30〜17:00: エーゼロ株式会社の取り組み紹介 

 17:00〜19:40: 「⼩さな⾃然再⽣」に関する座学研修 

- ⼩さな⾃然再⽣のすすめ（三橋 弘宗：兵庫県⽴⼤学 ⾃然・環境科学研究所） 

⁻ 事例紹介「安価に川をつなぐときの注意点」（浜野 ⿓夫、徳島⼤学⼤学院） 

⁻ 事例紹介「多主体協働による琵琶湖固有種ビワマスの産卵・遡上環境再⽣の取り組み」 

（佐藤 祐⼀、滋賀県琵琶湖環境科学研究センター ） 

  ⁻ 意⾒交換 〜現地視察を踏まえた課題の洗い出し 

 

１２⽉７⽇（⽊）ワークショップ 

 9:00〜12:30：ワークショップ（グループ討議・全体討議） 

■テーマ：「吉井川のつながりを取り戻すには⼩さな⾃然再⽣で何かできるか？」 

■ファシリテーター： 三橋弘宗：兵庫県⽴⼤学 ⾃然・環境科学研究所 
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吉井川流域現地視察（１２⽉６⽇（⽔）） 

 

 

 

 

 

吉井川流域現地視察 
吉井川河⼝から岡⼭県⻄粟倉村を流れる⽀川吉野川には５０以上の横断構造物が設置されており、

そのうち代表的な堰や地元の憩いの場となっている川づくりの⽬標（リファレンス）となる箇所を、

バスで上流へ移動しながら視察を⾏いました。 

鴨越堰（吉井川本川）

坂根堰（吉井川本川） 森の学校裏（⽀川吉野川） 
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視察箇所④：新⽥原井堰（吉井川本川）

視察箇所③：坂根堰（吉井川本川）視察箇所②：鴨越堰（吉井川本川）

岡⼭駅東⼝に集合 視察箇所①：吉井川河⼝（吉井川本川）

視察箇所⑤：福本の堰（⽀川吉野川）
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視察箇所⑧：あわくら温泉元湯

視察箇所⑦：道の駅あわくらんど裏（⽀川吉野川）

視察箇所⑥：森の学校裏（⽀川吉野川）
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エーゼロ株式会社の取り組み紹介 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エーゼロ株式会社の取り組み紹介 
エーゼロ株式会社の取り組みとして、廃校となった体育館を利⽤したウナギの養殖所を⾒学しまし

た。エーゼロ株式会社は、ウナギの養殖・加⼯事業を通じて、⼈と⾃然の共⽣する持続可能な社会を

⽬指して活動しています。今回の研修会は、エーゼロ株式会社から、将来的に⻄粟倉村でウナギをシ

ンボルとする多様な⽣物が⽣息する川にするには何ができるか、そのような相談をいただいたことか

ら開催に⾄りました。 

廃校となった体育館を利⽤したウナギの養殖所
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座学研修 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例紹介 
 

 

 

 

 

⼩さな⾃然再⽣のすすめ 

（三橋 弘宗：兵庫県⽴⼤学 ⾃然・環境科学研究所） 
⼩さな⾃然再⽣に取り組むにあたり、川の環境の⾒⽅や考える視点、評価⽅法などの理解す

べき事項をわかり易く説明していただいた上で、簡易的な⿂道や⽔制、⽯積みなどを⽤いて川

の連続性を改善した事例や、多様な流れを形成した事例より、吉井川⽔系で取組める活動のヒ

ントを⽰していただきました。 

【まとめ】 

・川のしくみや河川の課題を把握する必要がある。広域的に川を捉える必要がある 

・川の問題を「なんとなく環境が悪くなった」と捉えるのではなく、要素に分けて考えるこ

とが⼤切 

・簡易な⿂道や⽯組みすることで対応できる課題も多い 

⇒ 講義資料は巻末「参考資料 1-1」を参照 

三橋先⽣による講義
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事例紹介 安価に川をつなぐときの注意点 

（浜野 ⿓夫：徳島⼤学⼤学院） 
講師ご⾃⾝が⼿掛けてきた「⽔辺の⼩わざ⿂道」の具体事例を交えて、設計のための技術論や

コスト、効果に加え、現地活動から得た教訓を含めてご講演いただきました。 

【教訓】 

  ・⿂道は⽣きものにとって危険な所 早く確実に通り抜けたい 

  ・安価で具体的な提案ほど実現されやすい 

  ・現地に張り付いた⼈の情報が重要 

・三年で疲れが出る  五年続けたら何かが動き始める   など 

⇒ 講義資料は巻末「参考資料 1-2」を参照 

浜野先⽣による講義



 
 

9 

「
⼩

さ
な

⾃
然

再
⽣

」
現

地
研

修
会

（
第

7
回

）
開

催
報

告
 |

  2
01

8/
3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例紹介 

多主体協働による琵琶湖固有種ビワマスの産卵・遡上環境再⽣の取り組み 

（佐藤 祐⼀：滋賀県琵琶湖環境科学研究センター） 
滋賀県・家棟川で実施されている「ビワマスプロジェクト」の結成経緯とビワマスの保全・

再⽣の取組み（産卵床の造成、⿂道設置、調査・モニタリング）が紹介され、関係者との協働

のポイントが⽰されました。 

【協働のポイント】 

・計画段階から⼀緒に考える、そういう場づくりをする 

・全体を⾒て調整できるコーディネーターが必要 

・やろうと思ったことが実現するのには最低 5 年はかかる 

・協働は計画してやるというより、振り返ればそこにあるもの   など 

⇒ 講義資料は巻末「参考資料 1-3」を参照 

佐藤さんによる講義
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意⾒交換 〜現地視察を踏まえた課題の洗い出し 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意⾒交換での主な意⾒ 
・川の連続性を再⽣するだけで、⼈が集まるような川にすることは難しいと思われる。

今回のようなイベントなどの機会に、外から訪れた⼈が川や⻄粟倉村のことに興味を

持っていただき、リピーターになってもらえるような仕掛けが必要。 

・川の中で、⼦供たちが楽しめる場所、安全に遊べる場所が少ない（把握できていな

い）。⿂が取れる場所、ホタルが⾒られる場所など（⻄粟倉村の“聖地”と呼べるような

場所）がどこにあるかを⾒出すことが必要。 

・「あわくらんど裏」は、地域の資産となりそうな場所ではあるが、川に下りられる場

所が駐⾞場からは⾒えず、看板もないため気づかれない。⿂のつかみ取りスポット、

オオサンショウウオに出会える川など、観光資源となるアイデアはいろいろある。 

・「森の楽校裏」は、安全なアクセスの課題はあるが、プール、ウォータースライダー

など⼦供が遊べる空間や、⿂道の周りで滞留している⿂を⼈の⼿であげてあげる楽し

み⽅などアイデアはある。 

・国は「かわまちづくり」を推奨していて、川を占⽤して何かを始めるには良い機会。

協議会を設置すれば営利事業でも問題なくできる。 

・川の上流ほど、スタッフが少なく、情報も整理されていないので、情報を⼀元管理し

て、役所の事務処理をサポートできるような、コーディネータになる⼈が必要。 

・外から訪れる⼈から⾒た魅⼒を地元の⽅が理解し、川で遊びに来た⼈がついでに温泉

に寄って帰るような、地域の資源をうまくつないて活動を回転させる仕組みが必要。 

・ビワマスはハードルが⾼いが、カワニナを増やすぐらいなら３０分程の作業ででき

る。それを地元新聞が取り上げたら、実績になり、地元の⼈を動かす起爆剤になる。 

・全てをエーゼロがやるとなると息切れして続かないので、役所や企業、周辺の⼤学な

どを巻き込んでコーディネートすることが、リスク分散の意味でも⼤切。 
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ワークショップ（１２⽉７⽇（⽊）） 
「吉井川のつながりを取り戻すには 

⼩さな⾃然再⽣で何かできるか？」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エーゼロ株式会社の道端さんよりワークショップの趣旨説明 

「吉井川のつながりを取り戻すには⼩さな⾃然再⽣で何ができるか」をテーマに、具体的な対

策内容をワークショップ形式で提案、意⾒交換を⾏いました。３つの班に編成された参加者それ

ぞれが、⻄粟倉村・吉井川⽔系で実施できそうな⼩さな⾃然再⽣のアイデアを出し合い、各班か

らの提案内容を発表した後、講師による総括をいただきながら、全体討議を⾏いました。 

ファシリテーターの三橋先⽣よりワークショップの検討課題の説明 
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【グループ 1 によるディスカッションと発表】 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

【グループ 1 の成果発表】 検討課題：個別箇所の資源をどのように改善できるか。 

■「森の学校裏」の対策ついて 

・アクセス性に問題があるので、⽔辺に近づけるルートが必要。 

・堰下流右岸の敷地が使えるのであれば、駐⾞場のある広場にして、⼦供が遊ぶ場所、⼦供や

親が休憩できる場所としてはどうか。プールのようなものを造成して、ウナギのつかみ取り

イベントや、その場でバーベキューすることも考えられる。 

・堰の上流は、流れが緩やかで遊び場としてよいかもしれないが、泥が発⽣して下流の漁業へ

の影響が懸念される。 

・「森の学校」で出た廃材を活かして、体験学習や薪ストーブ、ドラム⽸⾵呂に使うなどし

て、「森の学校」にもメリットが得られる仕組みが必要。 

■「あわくらんど裏」の対策について 

・流速が速く、川遊びの場所としては難しい。 

・情報拠点として、「あわくらんど」に訪れた観光客に、他のスポットへ呼び込める仕組みが

できればよい。 

■「あわくら温泉元湯」の対策について 

・河岸にテラスを設けて、親が⼦供を⾒守りながらリラックスできる場所にしてはどうか。 

■その他 

・エーゼロが旅⾏会社とのネットワークをつくって、⻄粟倉村でオオサンショウウオやホタル

の観察会ができる場所を紹介するなど、コーディネーターの役割を担ってはどうか。 

・ウナギの売り⽅をつかみ取りにしてはどうか。とったウナギをエーゼロに持っていってさば

く、あるいは、かば焼きと交換する。そういった取組みが観光客の⼝コミで広がっていけば

地域活性化につながる。 

グループ１ によるディスカッションと発表
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【グループ 2 によるディスカッションと発表】 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【グループ 2 の成果発表】 検討課題：個別箇所の資源をどのように改善できるか。 

■「あわくら温泉元湯」の対策について 

・流れが単調で付着藻類が発⽣している印象を受けたので、流れを⼯夫して多様な⽣物がすめる

環境をつくりたい。 

・集客に対しては、温泉を活⽤して、薪を使ったドラム⽸⾵呂をやってみてはどうか。 

■「森の学校裏」の対策ついて 

・今の環境でオオサンショウウオが⾒られるのであれば、観察会と宿泊プランのセットで提供す

ることが考えられる。地元の⾷材を使った美味しい⾷事を提供するなどして、川を題材に地域

の資源を集めて、集客を回せるようにしたい。 

■その他 

・いろいろな地域の資源が考えられる⼀⽅で、外から⾒た⻄粟倉村の魅⼒と、地元の⽅々が思い

描いているものに温度差があると思われる。河床低下や⽣態系などの問題に向き合って、地元

の⽅々に川をどうしたいかを考えてもらえるような機運ができればよい。 

グループ２ によるディスカッションと発表
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【グループ 3 によるディスカッションと発表】 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グループ 3 の成果発表】 検討課題：個別箇所の資源をどのように改善できるか。 

■「あわくらんど裏」の対策について 

・川幅が狭いという短所はあるものの、それを活かして河原全体を覆って床を敷くことが考えら

れる。京都の「川床」のように料理を振舞ったり、ウナギを放流してつかみ取りをしたり、川

に陰ができて⽣物にとってもよい。親にとっては、⼦供が遊んでるのを⾒ながら、⾷事ができ

る最⾼の空間。 

・「森の学校」の廃材を使って⼯作が楽しめる。 

・四万⼗川の例では、ウナギの⽯組みを積んで、ついでにゴミをとったり、モニタリングを

したり、河川管理にもつながっている。 

グループ３ によるディスカッションと発表
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【全体討議】 
  

 

 

 

 

 

全体討議での主な意⾒ 

・外から訪れる⼈をターゲットにするのであれば、「あわくらんど裏」がよいのではないか。

川幅が狭く流れが速い、深いところが多いという問題に対しては、⽯組みを置いて、浅いと

ころをつくる⽅法がある。駐⾞場の問題があるので、店側にも利益が出て、協⼒が得られる

ような仕組みを考える必要がある。 

・5〜10 年スパンでゆっくりと進めていく事業。最初は何かを観察することから始めて、その

うちに地元の⼦供たちが興味を持つようになれば、その親が関わるようになり、いつの間に

か地域全体に広がっていくようなイメージ。そのプロセス中で、昼ご飯を⾷べる場所をどう

するか、温泉とセットにしてはどうかというアイデアが参加者から出るようになる。 

・地産地消は、外から訪れる⼈をターゲットに商売をしないと成り⽴たない。「国⺠宿舎」に

前には⽴派な藁葺きの⺠家があり、これは海外からの観光客をターゲットにした資産に⼗分

なりうる。宿泊して終わりではなく、アクティビティーや地元のお⼟産もセットに考える。 

・「あわくらんど裏」の滝のような落差のある場所は、⾓落としの堰をつくって⽔を溜めて、

プールにすることは考えられる。「あわくらんど」で情報を流して誘導する。 

・「あわくらんど裏」で、川に⽊陰が少ないのが気になった。⽊陰は⽣物にとって重要。ワイ

ヤーを対岸まで通して、寒冷紗で覆うなどして、⼈⼯的に陰をつくる⽅法はある。 

・⽊製の⿂道はずっと浸⽔した状態だと腐敗せず、鉄製のものより意外と丈夫。「森の学校」

の廃材を使って、アピールも兼ねて⿂道をつくってはどうか。 

・バーブ⼯で、発⽣する淵の場所や深さをある程度調節できるので、どのような置き⽅をすれ

ば、安全にアクセスできる深みができるかを考えなければならない。 

・それほど深くない淵であれば、現地で⾒られた巨⽯を置くという⽅法もある。 

全体討議
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【グループによるディスカッションと発表②】 
 

 

 

 

 

 

 

検討課題： ⻄粟倉村の川とのつながりをどのように改善できるか。 

【グループ 1 の成果発表】  

・川のマップを作って、川へのアクセスや⽣物の情報などを広報し、誘導してはどうか。 

【グループ 2 の成果発表】 

・「あわくらんど裏」で、⾞から直ぐに⾒ることができる、⼦供が安全に遊べる場所をつくる。 

・アナゴも取れるように、バーブ⼯を⼊れて⼤きな淵をつくる。 

・滝のような落差のある場所では、川遊びのマニア・⼤⼈向けのシャワークライミング（沢登り）

ができる場所をつくる。 

【グループ 3 の成果発表】 

・⻄粟倉村は、瀬⼾内海側、⽇本海側からも、⼤阪からも来られる位置にあるので、ただ通過する

だけでなく、⼀⽇でも⻑く留まってくれるように、オートキャンプ場を配置してはどうか。 

・「あわくらんど」のリピーターが増えるように、道の駅からアクティビティーができる場所へつ

なげる。 

各グループによる発表
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参考資料 1 座学の講義資料 

【参考資料 1-1】 事例紹介 講義資料（1/7）
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【参考資料 1-1】 事例紹介 講義資料（2/7） 
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【参考資料 1-1】 事例紹介 講義資料（3/7） 
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【参考資料 1-1】 事例紹介 講義資料（4/7） 
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【参考資料 1-1】 事例紹介 講義資料（5/7） 
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【参考資料 1-1】 事例紹介 講義資料（6/7） 
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【参考資料 1-1】 事例紹介 講義資料（7/7） 
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【参考資料 1-2】 事例紹介 講義資料（1/6）
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【参考資料 1-2】 事例紹介 講義資料（2/6） 
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【参考資料 1-2】 事例紹介 講義資料（3/6） 
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【参考資料 1-2】 事例紹介 講義資料（4/6）
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【参考資料 1-2】 事例紹介 講義資料（5/6） 
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【参考資料 1-2】 事例紹介 講義資料（6/6） 
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【参考資料 1-3】 事例紹介 講義資料（1/5） 
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【参考資料 1-3】 事例紹介 講義資料（2/5） 
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【参考資料 1-3】 事例紹介 講義資料（3/5） 
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【参考資料 1-3】 事例紹介 講義資料（4/5） 
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【参考資料 1-3】 事例紹介 講義資料（5/5） 
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参考資料２ 参加者募集チラシ 
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共感 & 情報共有の場づくり

●「⼩さな⾃然再⽣」研究会 (2014 年 6 ⽉設⽴) 

・事例集制作を⽬的に、⼩さな⾃然再⽣の専⾨家、⾏政職

員、若⼿技術者等の有志 15 名で『「⼩さな⾃然再⽣」事例

集編集委員会』を 2014 年 6 ⽉に設⽴しました。 

・新たな仲間を増やし活動を持続的に発展させていくため、

2016 年 7 ⽉に『「⼩さな⾃然再⽣」研究会』に改称。 

・事例や関連情報の普及を通じ、⼩さな⾃然再⽣に取組む仲

間を増やし、知識や技術の向上を⽬指し活動しています。 

●⽔辺の⼩さな⾃然再⽣事例集  

(2015 年 3 ⽉発⾏) 

●⽔辺の⼩さな⾃然再⽣ホームページ  

(2016 年 3 ⽉開設) 

「⼩さな⾃然再⽣」研究会 活動紹介 

   http://www.collabo-river.jp/ 
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学びの場づくり 

実演＆検証の場づくり 

●「⼩さな⾃然再⽣」⾃由集会 

研究会メンバーが発起⼈となり、応⽤⽣態⼯学

会全国⼤会の⾃由集会として『⼩さな⾃然再⽣

が中⼩河川を救う！』を毎年開催し、先進的事

例の共有、及び更なる推進に向けた議論を交わ

しています。 

●「⼩さな⾃然再⽣」現地研修会（座学編） 

⼩さな⾃然再⽣の担い⼿と研究会メンバーで共に学び

合うことを⽬的に、「座学＋現地視察＋室内ワークシ

ョップ」を基本構成とした研修会を開催しています。 

●「⼩さな⾃然再⽣」現地研修会（実技編） 

学んだ知識と技術・技能を結びつけるとともに、 

実際の施⼯を通じて⾃然の応答を学ぶことを⽬ 

的に、「座学＋現場施⼯演習」を基本構成とし 

た研修会を開催しています。 
第 3 回＠福岡・上⻄郷川（2016 年 7 ⽉） 

第 1 回＠愛知（2015 年 9 ⽉） 第 2 回＠滋賀（2015 年 11 ⽉） 

第 5 回＠千葉（2016 年 12 ⽉） 第 4 回＠兵庫（2016 年 10 ⽉）
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「⼩さな⾃然再⽣」現地研修会（第7回）開催報告 
〜2017年12⽉6⽇（⽔）、7⽇（⽊） 岡⼭県⻄粟倉村・吉井川流域〜 

2018年3⽉ 
【発⾏】 

⽇本河川・流域再⽣ネットワーク（JRRN） 

〒104-0033 東京都中央区新川 1 丁⽬ 17 番 24 号 

公益財団法⼈リバーフロント研究所 内 

電話:03-6228-3865  Fax: 03-3523-0640 

E-mail: info@a-rr.net 
URL: http://www.a-rr.net/jp/ 
Facebook: https://www.facebook.com/JapanRRN  

 

JRRN 事務局は、「アジア河川・流域再⽣ネットワーク構築と活⽤に関する共同研究」の⼀環として、公益財

団法⼈リバーフロント研究所と株式会社建設技術研究所国⼟⽂化研究所が公益を⽬的に運営を担っています。


